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31．腰部交感神経節ブロックと抗凝固・抗血栓療法

CQ33：�抗凝固薬・抗血小板薬を使用している患者に腰部交感神経節ブロッ
クを安全に施行できるか？　出血性合併症のリスクは対照群（抗凝
固薬・抗血小板薬を使用していない患者）と同等か？

　抗血小板薬および抗凝固薬を服用している患者に対する腰部交感神経節ブロッ
クは，治療効果と合併症発症リスクに関して症例ごとに慎重な検討を行い，十分
な説明と同意の下で適用する必要がある．また，抗血小板薬および抗凝固薬は体
幹深部の神経ブロックに準じて適切な休薬期間を設けることが望ましく，休薬期
間中の血栓症発症リスクについても慎重に判断する必要がある．
　推奨度：エビデンス総体の総括：1D

解　　説：
　腰部交感神経節遮断は，再還流治療が適応とならない重症下肢虚血患者の症状
緩和，下肢末梢神経障害患者の鎮痛，足底多汗症患者の発汗抑制などに適用され
ることがある．これらの患者が抗血栓療法を受けている可能性は高く，特に重症
下肢虚血患者の管理ではいくつかの抗血栓療法が高いエビデンスレベルで推奨さ
れている．
　腰部交感神経節ブロックを実施する際に既に適用されている抗血栓療法を中止
することに関する比較研究は実施されていない．しかし，抗血栓療法実施中に腰
部交感神経節ブロックを実施し，出血性の合併症を生じた報告は複数ある．そこ
で，他の体幹深部を目標に実施される穿刺処置のガイドラインを参考にして，い
くつかの指針が述べられている．それらの指針では，凝固障害時や完全な抗血栓
療法下の実施を禁忌としている．また，抗血栓療法の中止は，原疾患による血栓
症発生のリスクを高めることから，抗血栓療法に用いる薬物を作用時間の長い薬
物から作用時間の短いヘパリンに切り替え，抗血栓療法の完全中止期間を手技前
後の数時間に留めることが推奨されている．

　なお，総論部分との繰り返しになるが，上記推奨事項はあくまでも現存の資料等から考
察されたものであり，個別症例に対する適用では，症例ごとの特性に基づき個別に判断さ
れるべきものである．
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